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11
月
に
、
方
向
性
・
と
り
ま
と

め（
案
）が
提
示
を
さ
れ
る
」「
実

証
・
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
を
踏

ま
え
、
11
月
以
降
に
市
民
向
け

の
説
明
・
意
見
聴
取
段
階
へ
移

行
す
る
予
定
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

国
労
と
の
意
見
交
換
で
は

「
数
値
偏
重
の
評
価
に
対
し
て
、

街
づ
く
り
・
観
光
・
２
次
交
通

を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
視
点
で
の
評
価
も
必
要
」「
国

の
鉄
道
関
連
予
算
（
整
備
新
幹

線
偏
重
含
む
）
の
是
正
、Ｊ
Ｒ
・

国
か
ら
の
持
続
的
な
支
援
も
必

要
」
な
ど
、
芸
備
線
の
維
持
・

存
続
の
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
庄
原
市
よ
り
「
本
日

の
要
請
内
容
に
つ
い
て
は
市

長
・
関
係
部
局
と
共
有
し
、
今

後
の
対
応
の
参
考
に
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
国
労
か

ら
は
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
へ
要

望
を
行
う
と
同
時
に
、
本
部
が

取
り
組
む
国
交
省
要
請
な
ど
に

も
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

の
表
明
を
行
い
、
今
後
も
機
会

を
と
ら
え
て
意
見

交
換
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
約
束

し
要
請
を
終
え
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
行

動
に
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
は

「
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
を
は
じ
め
、
Ｊ

Ｒ
の
現
場
実
態
を

訴
え
る
こ
と
が
出

（  　 　 　 　  ）

　

中
国
運
輸
局
の
要
請
に
は
、

鉄
道
部
長
を
は
じ
め
、
４
名
の

担
当
官
の
方
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
芸
備
線
を
対
象
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
再
構
築
協

議
会
」
の
現
状
に
つ
い
て
、
中

国
運
輸
局
か
ら
は
「
実
証
事
業

Ａ
（
鉄
道
利
便
性
向
上
施
策
）

に
、
間
違
っ
て
も
行
司
差
し
違

え
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
協
議

会
の
行
方
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、「
鉄
道
事
業
法
の

問
題
点
・
美
祢
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
化
に

つ
い
て
・
激
甚
災
害
か
ら
の
復

旧
支
援
に
つ
い
て
・
駅
舎
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
や
倒
木
・
落
石
・

獣
害
な
ど
鉄
道
設
備
に
つ
い

て
・
交
通
運
輸
産
業
に
お
け
る

人
材
確
保
」
な
ど
、
鉄
道
を
取

り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
す

る
中
に
あ
っ
て
、
交
通
全
般
を

所
管
す
る
国
交
省
並
び
に
中
国

運
輸
局
で
の
検
証
・
支
援
な
ど

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

庄
原
市
へ
の
要
請
行
動
は
、

地
域
交
通
課
の
職
員
の
皆
さ
ん

に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

再
構
築
協
議
会
を
巡
る
状
況

に
つ
い
て
は
、
中
国
運
輸
局
の

説
明
と
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
「
今
年
の

港区新橋５－１５－５
国鉄労働組合中央本部
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組合員の購読料は
組合費の中に含む

が
今
年
６
月
で
終
わ
り
、
現
在

実
証
事
業
Ｂ
（
バ
ス
活
用
に
よ

る
実
証
）
に
入
っ
た
」「
実
証

事
業
Ａ
の
費
用
対
効
果
は
『
上

回
っ
た
施
策
』『
効
果
が
限
定

的
だ
っ
た
施
策
』
が
混
在
、
外

部
調
査
機
関
に
よ
る
定
量
（
数

値
・
数
量
）・
定
性
（
数
字
に

出
に
く
い
安
心
感
・
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
へ
の
波
及
等
）
を
評

価
・
分
析
し
て
い
る
」「
存
続
・

バ
ス
転
換
を
前
提
と
せ
ず
、
中

立
的
立
場
で
客
観
デ
ー
タ
・
地

域
課
題
を
踏
ま
え
て
協
議
す

る
」「
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

（
公
聴
会
・
住
民
説
明
・
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
等
）
を
継
続
し
て
取
り

組
む
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
国
労
か
ら
の

「
単
独
路
線
の
採
算
性
で
は
な

く
、
広
域
的
影
響
を
含
む
総
合

評
価
を
」「
方
向
性
を
出
す
目

安
を
３
年
と
し
て
い
る
が
、
合

意
出
来
な
い
場
合
は
期
間
に
縛

ら
れ
ず
議
論
を
続
け
る
こ
と
」

「
再
構
築
協
議
会
に
労
働
組
合

の
参
加
は
認
め
ら
れ
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
・
質
疑
に
対
し
て

は
、「
議
論
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
合
意
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
仮
定
の

議
論
は
控
え
た
い
」「
構
成
員

に
つ
い
て
は
、
協
議
の
進
展
と

必
要
性
に
応
じ
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

中
国
運
輸
局
は
相
撲
で
言
う

と
こ
ろ
の
行
司
役
に
も
例
え

ら
れ
た
り
し
ま
す
が
、
だ
と
す

れ
ば
勝
敗
を
決
す
る
の
は
力
士

同
志
の
力
関
係
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
維
持
・
存
続
を
求

め
る
自
治
体
含
め
た
関
係
団
体

へ
の
支
援
を
強
化
す
る
と
同
時

　

芸
備
線
備
中
神
代
～
備
後
庄
原
駅
間
を
対
象
と
し
た
「
再
構

築
協
議
会
」
が
設
置
を
さ
れ
、
鉄
道
で
の
存
続
か
バ
ス
転
換
か

の
方
向
性
を
決
め
る
目
安
と
さ
れ
る
３
年
目
に
入
る
中
、
国
労

中
国
地
方
本
部
と
し
て
、
７
月
６
日
に
は
中
国
運
輸
局
へ
、
翌

７
日
に
は
庄
原
市
へ
の
要
請
行
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

中国運輸局要請風景

２
０
２
６
年
度
の
地

域
別
最
低
賃
金
改
定

額
、
全
国
加
重
平
均

は
現
行
の
１
１
２
１

円
か
ら
56
円（
５
％
）

引
き
上
げ
ら
れ
て

１
１
７
１
円
と
な
っ
た
が
、
物

価
高
騰
が
続
き
、
労
働
者
の
生

活
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
今
回

の
改
定
額
は
到
底
容
認
で
き
な

い
▼
現
在
の
物
価
水
準
の
も
と

で
、
若
者
が
一
人
暮
ら
し
を
し

な
が
ら
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
送
る
に
は
、
時
給
１
９
０
０

円
以
上
が
必
要
で
、
１
１
７
１

円
で
は
生
計
費
と
の
乖
離
は
余

り
に
も
大
き
い
▼
そ
の
最
大
の

要
因
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
が
低
い
目
安
を
示
し
、
政
府

が
「
全
国
平
均
１
５
０
０
円
」
の

達
成
時
期
を
２
０
３
０
年
代
前

半
へ
後
退
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る

▼
47
都
道
府
県
中
33
府
県
が
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
を

１
～
９
円
上
回
っ
た
。
低
賃
金

を
放
置
す
れ
ば
、
若
者
を
は
じ

め
と
す
る
人
口
流
出
を
招
き
、

地
域
経
済
を
弱
体
化
さ
せ
る
▼

発
効
日
の
先
送
り
・
分
散
化
は

大
き
く
改
善
さ
れ
、
越
年
は
な

か
っ
た
が
、
今
年
度
も
10
府
県

で
発
効
日
が
11
・
12
月
へ
先
送

り
さ
れ
た
。
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
決
定
し
な
が
ら
実
施
を

遅
ら
せ
る
こ
と
は
、
労
働
者
に

と
っ
て
賃
上
げ
の
先
送
り
で
あ

る
▼
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
賃
金

を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確

立
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
。（
瀧
）

来
て
良
か
っ
た
」「
鉄
道
部
長

ク
ラ
ス
の
参
加
に
驚
い
た
。
今

後
は
貨
物
や
バ
ス
の
問
題
で
も

要
請
を
し
て
い
き
た
い
」「
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
。
今
後
の

活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
芸
備
線
の
維

持
・
存
続
に
向
け
、
取
り
組
み

を
強
化
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
中
国
地
方
本
部
発
）

庄原市への要請書手渡し

中国運輸局への要請書手渡し

庄原市要請風景

◎
首
都
圏
地
本
・
東
京
地
区
本

部　

宇
田
川
聡
志
さ
ん　

38
歳

８
月
４
日
付
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２
０
１
５
年
９
月
19
日
の
安

保
法
制
（
戦
争
法
）
強
行
採
決

か
ら
11
年
の
９
月
19
日
に
、
戦

争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
と

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
共
催
に
よ
る
「
11
年

間
の
闘
い
を
力
に
！
主
権
者
は

私
た
ち
！
９
・
19
国
会
正
門
前

大
行
動
」
が
取
り
組
ま
れ
、
労

働
者
・
市
民
１
万
５
千
人
が
国

会
正
門
前
に
集
ま
っ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
は
憲
法
９
条
を

壊
す
な
！
実
行
委
員
会
の
菱
山

南
帆
子
共
同
代
表
が
行
い
「
今

日
全
国
３
３
０
カ
所
で
共
同
行

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
11
年
前

か
ら
運
動
を
続
け
、
声
を
上
げ

る
形
態
も
多
様
に
発
展
さ
せ
て

き
た
。
安
保
法
制
へ
の
見
解
を

　

終
戦
か
ら
81
年
が
経
過
し
た

８
月
15
日
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平

和
・
人
権
・
環
境
主
催
の
「
戦

争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う

８
・
15
集
会
」
が
東
京
都
千
代

田
区
の
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

で
執
り
行
わ
れ
、
労
働
者
・
市

民
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

12
時
を
合
図
に
参
加
者
全

員
で
の
黙
祷
か
ら
集
会
は
始
ま

り
、
Ｉ
女
性
会
議
の
大
塚
優
子

さ
ん
の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。

　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
染
裕
之

共
同
代
表
は
『
平
和
へ
の
誓
い

と
慰
霊
の
こ
と
ば
』
と
し
て
、

「
壮
絶
な
大
戦
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
こ
と
を
世
代
を
超
え

て
語
り
継
ぎ
、
平
和
な
社
会
を

未
来
へ
確
実
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
。
歴
史

の
忘
却
を
許
さ
ず
、
平
和
憲
法

の
下
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
不
断
の
努
力
を
続

け
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。

　

立
憲
民
主
党
か
ら
は
吉
田
忠

智
参
議
院
議
員
が
、
水
岡
俊
一

代
表
の
代
表
談
話
を
代
読
し
た
。

　

社
会
民
主
党
か
ら
は
福
島
み

ず
ほ
党
首
が
、『
誓
い
の
言
葉
』

と
し
て
、「
新
た
な
戦
前
も
戦

中
も
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

 9・19 国会正門前大行動

　

静
岡
県
御
前
崎
市
佐
倉
に
あ

る
浜
岡
原
発
は
、
中
部
電
力

が
３
号
機
と
４
号
機
で
新
規
制

基
準
の
審
査
を
申
請
中
で
あ
っ

た
が
、
２
０
２
６
年
１
月
、
中

部
電
力
が
「
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

で
、
基
準
地
震
動
の
策
定
に
関

し
て
不
正
行
為
が
あ
っ
た
」
と

公
表
し
た
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
委
員

会
資
料
で
は
、
件
名
が
「
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
に
お
け
る
基
準
地

震
動
策
定
に
係
る
不
正
行
為
」

で
あ
り
、
単
な
る
記
載
ミ
ス
で

は
な
く
、
審
査
の
前
提
に
な
る

地
震
動
評
価
に
関
わ
る
重
大
事

案
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
１
月

14
日
に
中
部
電
力
へ
報
告
徴
収

命
令
を
出
し
、
そ
の
後
９
月
14

日
に
中
部
電
力
は
外
部
の
調
査

委
員
会
に
よ
る
報
告
書
を
原
子

力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
た
。

規
制
委
員
会
の
山
中
委
員
長
は

会
見
で
、「
技
術
者
と
し
て
の

倫
理
観
の
喪
失
」
と
、
改
め
て

中
部
電
力
を
批
判
し
た
う
え

で
、「
年
内
を
目
途
に
処
分
を

決
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

報
告
書
で
は
、
①
浜
岡
原
発

の
早
期
の
再
稼
働
を
重
要
な
経

営
目
標
に
据
え
る
な
か
、
審
査

の
遅
れ
に
つ
い
て
経
営
陣
が
担

当
部
署
を
叱
責
し
た
こ
と
が
圧

力
と
し
て
作
用
し
た
。
②
原
子

力
部
門
は
専
門
性
が
高
く
、
組

織
内
部
の
監
視
が
困
難
だ
っ
た

点
や
、業
務
内
容
が
属
人
化
し
、

原
子
力
部
門
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
を
招
い
て
い
た
。
③
社

内
の
一
部
の
グ
ル
ー
プ
や
集
団

で
、
重
要
度
の
高
い
業
務
を
阻

害
す
る
指
摘
を
「
独
自
の
正
義

感
」
で
排
除
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
等
と
原
因
を
指
摘
し
て
い

る
。

　

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
が
生

か
さ
れ
ず
、
今
回
も
原
発
の
安

全
性
よ
り
も
会
社
の
営
利
が
優

先
さ
れ
る
実
態
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

　

地
震
列
島
日
本
で
原
発
を
稼

働
さ
せ
る
危
険
性
と
併
せ
て
考

え
れ
ば
、
原
発
に
頼
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
政
策
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

献花する宮﨑委員長

い
。
戦
没
者
の
皆
さ
ん
の
犠
牲

が
私
た
ち
に
教
え
て
い
る
も
の

で
す
。
戦
争
と
差
別
・
排
外
主

義
で
は
な
く
、
平
和
と
平
等
が

手
を
携
え
て
や
っ
て
く
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
力
を
尽
く
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
の
内
田
雅
敏
事
務
局

長
は
、『
民
間
交
流
こ
そ
が
平
和

を
創
る
』
と
し
て
、「
日
中
間
に

は
日
中
共
同
声
明
（
１
９
７
２

年
）、
日
中
平
和
友
好
条
約

（
１
９
７
８
年
）、
日
中
共
同
宣

言
（
１
９
９
８
年
）、
日
中
共
同

声
明
（
２
０
０
８
年
）
と
い
う

平
和
資
源
が
あ
る
。
こ
の
平
和

資
源
の
活
用
こ
そ
が
外
交
で
す
。

民
衆
は
決
し
て
戦
争
を
欲
し
ま

せ
ん
。
民
間
交
流
こ
そ
が
平
和

を
創
り
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
司
会
の
大
塚
さ
ん

が
、
中
道
改
革
連
合
・
小
川
淳

也
代
表
の
代
表
談
話
を
読
み
上

げ
た
後
、
主
催
者
の
献
花
、
来

賓
・
代
表
の
献
花
が
行
わ
れ
、

国
労
を
代
表
し
て
宮
﨑
浩
則
中

央
執
行
委
員
長
が
献
花
を
行
っ

た
。
最
後
に
参
加
者
に
よ
る
献

花
を
行
い
、
集
会
を
終
え
た
。

違
憲
か
ら
合
憲
に
曲
げ
る
議
員

が
増
え
て
き
た
。
今
こ
そ
路
上

か
ら
市
民
が
民
主
主
義
を
立
て

直
そ
う
」
と
訴
え
た
。

　

野
党
か
ら
は
立
憲
民
主
党
の

小
西
洋
之
参
院
議
員
、
日
本
共

産
党
の
田
村
智
子
委
員
長
、
社

民
党
の
福
島
瑞
穂
党
首
、
ラ

サ
ー
ル
石
井
幹
事
長
が
挨
拶

し
、「
安
保
法
制
か
ら
の
11
年

間
で
憲
法
９
条
と
相
い
れ
な
い

ほ
ど
平
和
国
家
と
し
て
の
あ
り

方
が
壊
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
国

会
で
の
大
軍
拡
で
人
々
の
暮
ら

し
が
破
壊
の
道
へ
と
突
き
進
ん

で
い
る
。
憲
法
守
れ
と
の
声
を

押
し
つ
ぶ
す
衆
院
比
例
定
数
削

減
を
許
さ
ず
、
世
論
を
国
会
の

内
外
に
広
げ
て
い
く
。
共
闘
こ

そ
力
、
闘
い
こ
そ
政
治
を
変
え

る
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張

り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

参
院
会
派
「
沖
縄
の
風
」
か

ら
は
高
良
沙
哉
議
員
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

連
帯
の
挨
拶
は
、
上
智
大
学

の
中
野
晃
一
教
授
が
「
野
党
共

闘
を
も
う
一
度
つ
く
れ
る
か
に

よ
っ
て
日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
将

来
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
強
調

し
た
。
戦
争
止
め
よ
う
！
沖
縄
・

西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
田

秀
樹
さ
ん
は
「
防
衛
省
が
広
島

県
呉
市
の
日
本
製
鉄
跡
地
を
軍

事
施
設
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

再
び
広
島
で
は
軍
都
が
復
活
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な

も
の
は
要
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。


